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年頭あいさつ年頭あいさつ

岡山県産業資源循環協会として迎える�
設立30周年の年

　あけましておめでとうございます。

　新型コロナ禍、昨年は行動制限のない年でしたが、ウクライナ情勢の悪化

や物価高が景気回復に大きな影響を与えた一年でした。

　今年は卯年。「家内安全」、「飛躍向上」の年と言われており、新型コロナ

が収束し、景気も回復することを願っています。

　さて今年は、岡山県産業廃棄物協会にとって大きな節目の年となります。

　一つ目は、協会名称の変更です。

　資源循環の時代を向かえ、我々業界では産業廃棄物処理業者から資源循環産業の担い手へと大きく

転換の時を向かえています。平成29年４月、全国産業廃棄物連合会が全国産業資源循環連合会に名称

変更したのを契機として、全国の産業廃棄物協会で産業資源循環協会等への名称変更が進み、現在、

産業廃棄物の名称を使用する協会は全国で８県のみのとなっています。

　岡山県協会は、平成30年に西日本豪雨災害が発生し、協会を挙げて災害廃棄物処理支援業務に取り

組んでいたため、協会の名称変更を見合わせ、令和５年の設立30周年に合わせて名称変更を検討する

こととしました。そして、昨年の総会の議決を経て、今年４月１日から名称を「岡山県産業廃棄物協会」

から「岡山県産業資源循環協会」に変更することとなりました。

　二つ目は、30周年記念式典の開催です。

　当協会は、平成５年６月に法人として設立し、今年30周年を迎えます。過去の歴史・経験を受け継ぎ、

未来の発展へとつなぐ架け橋となることが、現在を担う者の使命と考え、今年５月27日に通常総会と

併せて30周年記念式典を開催することとしました。

　資源循環の新時代を向かえ、地域・社会から信頼される団体を目指し、人材の育成、労働災害の防止、

災害廃棄物処理の支援等に努めて参りたいと思いますので、より一層のご指導・ご鞭撻を賜りますよ

うお願い申し上げます。

　皆様方の益々のご清栄及びご健勝を祈念いたしまして、年頭の挨拶とさせていただきます。役員一同、

今年もよろしくお願い申し上げます。

一般社団法人岡山県産業廃棄物協会　会長　大塚　雅司　　
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　明けましておめでとうございます。

　一般社団法人岡山県産業廃棄物協会会員の皆様におかれましては、平素か

ら本県の環境文化行政の推進に多大な御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し

上げます。

　今年は、貴協会にとって設立30周年を迎えられる記念すべき年であり、心よりお喜び申し上げます

とともに、設立以来長年にわたり、産業廃棄物の適正処理、リサイクルの推進に係る各種普及啓発、

各地域における不法投棄物撤去事業など、幅広い環境保全活動に熱心に取り組まれてきたことに深く

敬意を表します。

　また、平成30年７月豪雨災害の経験を踏まえた災害対応力の強化におきましても、貴協会の御協力

を賜り、昨年10月には、赤磐市にて災害廃棄物仮置場の設置訓練を実施したところであり、あらため

てお礼申し上げます。

　さて、本県では、県政推進の羅針盤である「第３次晴れの国おかやま生き活きプラン」に基づいて、

循環型社会の形成やカーボンニュートラルへの対応、防災対策の強化など、本県の持続的な発展につ

ながる施策に全力で取り組んでおります。

　その一環として、昨年３月には、令和７年度を目標年とした第５次岡山県廃棄物処理計画を策定し、

排出抑制や再生利用の推進による最終処分量の削減といった従来からの取組に加え、プラスチック資

源循環法への対応や食品ロスの削減、海ごみによる海洋汚染などの新たな課題にも取り組むこととし

ております。

　貴協会は、４月１日から「一般社団法人岡山県産業資源循環協会」へと名称変更されるとお聞きし

ておりますが、産業廃棄物の適正処理はもとより、持続可能な循環型社会の形成の推進に貴協会と会

員の皆様方のより一層の御理解と御協力が得られるものと非常に心強く感じているところであり、引

き続きよろしくお願い申し上げます。

　最後になりましたが、貴協会と会員の皆様方の益々の御発展を心から祈念いたしまして、新年の御

挨拶とさせていただきます。

岡山県環境文化部　部長　佐藤　将男　　

さらに持続可能な循環型社会に向かって
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自然環境と調和した豊かな暮らしを�
将来世代に引き継ぐことを目指して

　令和５年の新春を迎えるにあたり、謹んでお慶び申し上げます。

　平素から一般社団法人岡山県産業廃棄物協会会員の皆様には、本市の環境

行政の推進にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　また、貴協会におかれましては、廃棄物の適正処理やリサイクルの推進を

はじめ、様々な活動を通じて循環型社会の形成にご尽力されており、心から敬意を表します。

　近年、地球温暖化を原因とする気候変動の影響が世界各地で深刻化する中、市民生活及び経済活動

を持続可能なものにしていくために「脱炭素社会」及び「循環型社会」の実現に向けた積極的な取り

組みが求められております。

　こうした中、岡山市では、令和３年２月に地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出を実質ゼロに

することを目指す「ゼロカーボンシティ宣言」を行い、同年６月には「岡山市環境基本計画」及び「岡

山市地球温暖化対策実行計画」を改訂、2050年までに排出量実質ゼロとする削減目標を定めました。

　さらに、同年７月には、脱炭素社会の実現に向け、市内の大規模事業所でもある市役所自身が率先

して行動する必要があると考え「再エネ100宣言ＲＥ　Ａｃｔｉｏｎ」への参加及びアンバサダーへ

の就任を表明し、市有施設への再生可能エネルギーの導入促進や省エネの推進に取り組んでおります。

　また、プラスチック類の海洋流出により生態系を含む海洋環境に大きな影響を与えてしまうことが

地球規模の問題となっていることから、岡山市では、令和４年３月に海洋プラスチックごみ対策アク

ションプランを策定し、市民と協働で清掃活動等を継続的に行い、海洋プラスチックごみ問題に取り

組んでいます。

　今後も、岡山市の環境像「豊かな自然と調和した持続可能なまち　岡山」の実現を目指して市民が

環境問題に対する理解と関心を深めていけるよう継続的な環境情報を提供していき、市民協働による

環境づくりに取り組んでまいります。

　貴協会並びに会員の皆様におかれましては、廃棄物の適正処理やリサイクルなどで培った豊富な経

験と知識を基に本市に対して循環型社会の実現に向けたご助言並びに引続きお力添え賜りますようお

願い申し上げます。

　最後になりますが、貴協会並びに会員の皆様の益々のご発展を心から祈念いたしまして、新年のご

挨拶とさせていただきます。

岡山市環境局　局長　國米　哲司　　
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　令和５年の新春を迎えるにあたり、謹んでお慶び申し上げます。

　平素から、一般社団法人岡山県産業廃棄物協会並びに協会会員の皆様にお

かれましては、 倉敷市の循環型社会の構築に向けた取組みに対し、格別なる

御理解と御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

　本年は、貴協会の設立から30周年を迎える節目の年であります。貴協会は、平成５年の設立以来、

産業廃棄物の適正処理のための普及啓発や地域住民と協力して行われているクリーン作戦、小学生親

子を対象にした環境問題について学ぶエコツアーなど、30年の長きにわたり地域社会への貢献を続け

て来られています。そして、本市におきましては、平成30年７月に発生した豪雨災害の際には、災害

発生当初から被災地に駆けつけ、災害廃棄物の処理等の復興に向けた厚いご支援を賜りました。これ

ら全ての活動に対し、改めて感謝と敬意を申し上げるとともに、今後もご尽力賜りますことを心より

お願い申し上げます。

　さて、この30年の間に私たちのライフスタイルは大きく変化し、それに伴い生活環境においても新

たな課題が生じています。国連では、世界中の国が共通して解決しなければならない経済、社会、環

境の課題について、持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals:ＳＤＧｓ）を掲げ、2030年

までをＳＤＧｓ達成に向けた「行動の10年」としています。国内においても、食品ロスや海洋プラス

チック問題といったＳＤＧｓ達成のための取組みの一環として、令和元年10月に「食品ロスの削減の

推進に関する法律」、昨年４月に「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が施行され

るなど、大量生産、大量消費、大量廃棄型経済における大量リサイクル社会から脱却し、循環の「量」

から循環の「質」に着目した持続可能な循環型社会の構築に向けた試みが進められています。

　しかしながら、地域社会における課題解決のために実際に行動しなければならないのは、地域に暮

らす住民の皆様や事業者の皆様、そして行政であり、それぞれの理解と協力が必要不可欠となります。

貴協会並びに会員の皆様におかれましては、30年の間に培った知識や技術、経験、そして地域との信

頼関係のもと、引き続きお力添えを頂ければ幸いです。

　最後になりますが、貴協会は本年４月１日に「岡山県産業資源循環協会」に名称を変更するとお伺

いしております。新たな名称のもとで、次なる節目に向けて、貴協会の益々の御発展と会員の皆様方

の御健勝、並びに御多幸を心より祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせていただきます。

倉敷市環境リサイクル局　局長　佐藤　慶一　　

持続可能な循環型社会の構築に向けて
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　明けましておめでとうございます。

　旧年中は、当連合会の諸事業に対し、皆様の多大なるご理解とご協力を賜

り、厚く御礼申し上げます。

　昨年は、資源循環の新たな法制度として制定された「プラスチックに係る資源循環の促進等に関す

る法律」（プラスチック資源循環促進法）が４月に施行され、９月には同法に基づき市区町村による再

商品化計画の第一号となる大臣認定が行われました。

　プラスチック資源循環促進法は、資源導入や製品設計の段階から廃棄物を出さない経済活動を目指

す「循環経済」（サーキュラーエコノミー）の構築を進めようとする法律であり、今後は産業分野や企

業規模を問わず、循環経済の導入が経済社会システム全体の主要な課題になるのではないかと考えて

います。

　近年、低炭素とエネルギー転換の促進を背景として、世界的に規模が拡大しているＥＳＧ（環境・

社会・企業統治）投資においても、循環経済が重要なテーマになりつつあると言われています。脱炭

素と循環経済を巡るこのような経済分野の動向は、全ての企業活動に大きな影響を及ぼすであろうこ

とは間違いなく、産業廃棄物処理業もその例外ではありません。

　当連合会は、産業廃棄物処理業が目指すべき将来像として、「資源・エネルギーをつくり出す産業

への展開」をスローガンに掲げておりますが、本業界が低炭素と循環経済を基調とする経済社会づく

りに貢献し、資源循環産業として発展していくための努力がますます重要になっていると感じており

ます。

　また、資源循環産業を支える人材の育成・確保のあり方や、その人材が安心して働くことができる

よう、労働災害の発生を防止するための体制の強化に努めることも大切です。

　本年も当連合会は、本業界を取り巻く様々な課題に取り組むとともに、「産業資源の循環的な利用

を促進するための産業廃棄物処理産業の振興に関する法律案」の制定に向け、引き続き着実に活動し

て参りたいと考えています。

　皆様の尚一層のご指導、ご鞭撻を頂戴できれば幸に存じます。

　本年が皆様にとりまして、健やかな一年となりますようにお祈り致しまして、新年の挨拶とさせて

いただきます。

公益社団法人全国産業資源循環連合会　会長　永井　良一　　

年頭のご挨拶
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～青年部 どうせやるなら 楽しもう～

20周年記念式典・講演会・祝賀会
岡山県産業廃棄物協会青年部会

　岡山県産業廃棄物協会青年部会の創立20周年記
念式典・講演会・祝賀会が、令和４年10月14日に岡
山プラザホテルにて開催された。
　本年度は、創立22年度に当たり本来であれば、20
年度を終えた翌年の前年度21年度目に開催する予定
だったが、新型コロナウィルスの感染拡大に伴い１年
会期を延期して、今回岡山プラザホテルでは感染症
対策を講じて開催した。

　15時半より行われた記念式典は、宇野公二現青年部会長の挨
拶から始まり、来賓の方々からは、
　●岡山県環境文化部　生活環境循環型社会　推進課
	 課長　千

せん

田
だ

　元
もと

久
ひさ

様
　●公益㈳全国産業資源循環連合会　中国地域協議会
	 副会長　尾

お

崎
ざき

　俊
とし

哉
や

様
　●一般社団法人　岡山県産業廃棄物協会

会長　大
おお

塚
つか

　雅
まさ

司
し

様
　●公益㈳全国産業資源循環連合会　青年部協議会

会長代理　上
かみ

村
むら

　誠
まさ

紀
のり

様
　以上の４名の来賓の方たちから祝辞を頂いた。

記念式典
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　その後は、2009年の青年部会創立10周年以降の歴代青年部会　会長　４名

　●第５代会長　木
きの

下
した

　聖
せい

士
じ

様
　　（岡山東支部　新岡山陸運㈱）
　●第７代会長　蔵

くら

本
もと

　悟
さとる

様
　　（岡山中央支部　㈱西日本アチューマットクリーン）
　●第９代会長　田

た

中
なか

　大
だい

一
いち

様　
　　（岡山東支部　牛窓港湾運輸㈱）
　●第10代会長　田

た

中
なか

　剛
つよし

様　　　
　　（倉敷支部　㈱田中商会）

の方々に、宇野公二 第11代現会長がプレゼ
ンターとなり記念品を贈答した、４名の歴
代会長から各々の任期中の思い出をお聞き
した。
　その後、青年部会20周年のあゆみをまと
めたVTRを鑑賞し式典は終了した。

　式典終了後、引き続き16時45から行われた今回
の記念公演は、外部から講師を招いての講演では
なく、岡山県廃棄物協会青年部会　第５代会長　
木
きの

下
した

聖
せい

士
じ

氏を講師に招き、『経験は人の大きさに
比例する』のテーマで講演していただいた。
　講演内容は、自身が新岡山陸運㈱含むグループ
を事業承継したころの体験談・その頃の苦労を赤裸々
に語るものであり、その大変だった時期に青年部の
活動に参加しその中で成長されたという内容であった。
　外部から来た人間ではなく、青年部の立ち上げか
ら前年度の卒業まで一緒に活動していた木下様の講
演内容は現会員・OB関わらず強烈に皆に響いたの
か皆食い入るように聞き入っていた。
　講演後、質疑応答し最後に皆で記念撮影し終了
した。

記念講演
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特 集

　そして、18時30分より一つ目の余興としてゲストに岡
山後楽館高校２年の菱川一心さんと一心さんの所属する
ダンススタジオ　スタジオバーテックス様より総勢30名
のキッズダンサーの皆様をお呼びして　ブレイクダンス
を披露して頂きました。
　ブレイクダンス現世界チャンピオンで、次回からブレイクダンスが正式種目になるパリオリンピッ
クの日本代表　強化指定選手の菱川一心さんとその他のキッズダンサー（スタジオバーテックスには
複数名の日本チャンピオン在籍）パフォーマンスは圧巻で約30分会場を興奮させた。

余興ブレイクダンス

　式典・講演終了後、18時からは祝賀会とな
った。
　まず、乾杯の挨拶をしてくださったのは岡
山県産業廃棄物協会　副会長　蔵

くら

本
もと

悟
さとる

氏の
発声で乾杯。酒宴の開始となった。

祝賀会

　その後、19時15分頃から、２つ目の余興として
くじ引きを行った。
　55名の祝賀会参加者に対して、10本の賞を用意
していたが青年部会OBの先輩たちの御好意で一
本特賞を追加。
　特賞を含む11本でおおよそ五分の一の確率に会
場は盛り上がった。

余興くじ引き

9



特 集

　今回の20周年記念事業は、現会長　宇野公二
を筆頭に現青年部会会長（宇野）・副会長（古山・
小林・大塚・的場・田口）・元会長（田中剛・田
中大一）の８名で実行委員会行っていたので締
めの挨拶では、全員が前に立ち来場頂いた皆様
に感謝をお伝えし、会は無事閉会となった。

最後に、今回お越しくださった皆様に�
実行委員よりご挨拶

青年部会　11代目会長　宇野　公二
　青年部会は、創立20周年のめでたき節目を
迎えることができました。　　　　　　　　
　これまでにご尽力された方々の想いを繋ぎ、
更なる飛躍をしたいと思います。
　20周年記念事業が盛大に開催することがで
きましたのも皆様方のご理解とご支援の賜物
だと心より感謝申し上げます。

青年部会　10代目前会長　田中　剛
　ご多様中の中駆け付けて下さいました皆様
のお蔭をもちまして30年に向け盛大な門出と
なりました。
　心より感謝申し上げます。
　そして本会の開催に最大の尽力をし、最後
に涙した的場実行委員長、良き思い出をあり
がとう！！

締めの挨拶
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特 集

青年部会　9代目前々会長　田中　大一
　先輩方のお陰で青年部会創立20周年記念式
典、記念講演、祝賀会、無事に開催する事が
出来ました。
　本当にありがとうございました。
　先輩方が繋いでくれたバトンをしっかり繋
いで行くつもりですのでこれからも宜しくお
願いします。

青年部会　幹事長兼副会長　的場　雄一
　この度、実行委員長の私の希望で今回のテー
マを～青年部 どうせやるなら 楽しもう～にさせ
て頂きました。準備等色々大変でしたが、青年
部の仲間と最高に楽しめました。先輩たちが繋
いでくださった20周年にこうして携われて幸せで
した。助けて下さった幹事・実行委員・OB全
ての皆様本当にありがとうございました。

青年部会　副会長　古山　久幸
　諸先輩方が築いてくださった20年は大変感慨
深いものです。われわれ現役メンバーはこれに
満足してはいけません。昔からイノベーションを
起こせるのは『若者、馬鹿者、よそ者』だと言
われています。
　我々青年部も失敗を恐れず活動していきたい
と思いますので、その際には大きな心で見守っ
ていただけると幸いです。宜しくお願い致します。

青年部会　副会長　大塚　翔
　創立20周年を迎えることが出来たのは、偏
に先輩方のお陰です。
　私はこの大事な節目に立ち会えたことに大
変嬉しく思います。
　未熟者ではございますが、精進して参る所
存です。ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い
致します。

青年部会　副会長　田口　勝
　青年部会創立20周年記念式典にご参加頂き
まして、心より御礼申し上げます。
　また、これからの廃棄物業界を担う若手に
ご指導ご鞭撻賜りましたことに心より感謝申
し上げます。

青年部会　副会長　小林　弘明
　青年部創立20周年の記念式典につきまして
は、ご多忙の中ご出席いただきまして誠にあ
りがとうございます。
　諸先輩方のご努力のおかげを持ちまして20
周年を迎えることが出来ました。
　今後は青年部一丸となり努力してまいりま
すのでご指導の程よろしくお願い致します。

青年部20周年に携わってくださった皆様ありがとうございました。

実行委員一同、御礼申し上げます。
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産廃の違法運搬を食い止める！
～抜き打ち検査を実施しています～

1　取組の概要　
　�　岡山県では、産業廃棄物の適正処理を確保する方策の一つとして、県外からの産業廃棄物の搬入

に係る事前協議制度を設けています。
　�　この制度により、産業廃棄物の適正処理や県外からの搬入抑制に一定の効果が上がっていると思

われますが、事前協議を経ることなく県外から産業廃棄物が搬入されるケースも散見されます。
　�　こうした背景から、平成15年度から年に数回、警察の協力を得て主要幹線道路において産業廃棄

物を運搬している車両の抜き打ち検査を実施し、廃棄物の種類・性状、排出事業者、運搬先等を確
認するとともに、マニフェストとの突合、必要書類の点検等を行っています。

2　路上検査の結果　
　�　令和４年は路上検査を２回実施しており、第１回は岡山県単独で、第２回は岡山市及び倉敷市と

時期を統一して実施しました。
　（１）第１回（６月２日～６月８日に県内３か所で実施）

岡山県

停車指示車両数 38台

うち産廃関係車両数 20台

うち指導台数 ２台

　（２）第２回（10月31日～11月10日に岡山市及び倉敷市と時期を統一して県内３か所で実施）
岡山県 岡山市 倉敷市 合計

停車指示車両数 13台 12台 ３台 28台

うち産廃関係車両数 ７台 ６台 １台 14台

うち指導台数 ０台 ３台 １台 ４台

3　違反事項と対策　
　○�過去実施分も含め、多い指導事項は、車両への表示不備、有効な許可証の写しの不携行、マニフ

ェストの不携行や記載不備であり、すぐに改善できる内容ですので、この機会に確認をお願いし
ます。

　○�産業廃棄物を産業廃棄物でないと思いこみ運搬するケースも散見されますが、契約締結時等の機
会を捉えて排出事業者から排出工程等を聞き、所管行政庁に確認すれば未然に防げる場合があり
ますので、こうした確認を徹底していただき法令違反となるような事態を回避してください。

岡山県からのお知らせ
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大気汚染防止法の改正
石綿飛散防止のための規制が順次強化されています！

　建築物等の解体等工事における石綿の飛散を防止するため、令和２年に大気汚染防止法が一部改正され、
令和３年４月から順次、すべての石綿含有建材への規制対象の拡大、県知事等への事前調査結果報告の義
務化等の規制が開始されており、令和５年10月１日からは、事前調査の実施者が有資格者に限定されます。

　改 正 の 概 要
○令和３年４月１日施行

　詳しくは、岡山県ホームページをご覧ください。
（URL）https://www.pref.okayama.jp/page/699479.html

○令和４年４月１日施行
【事前調査結果の報告】
　解体等工事の元請業者は、建築物等における石綿含有建材の使用の有無を事前に調査（事前調査）
することに加え、その結果を県等へ報告することが義務づけられました。この報告には、場所や
時間を問わず、パソコン・スマートフォンで簡単に報告できる石綿事前調査結果報告システムを
ご利用ください。
1 報告対象工事
　（１）	建築物の解体作業：床面積の合計が80m2以上
　（２）	建築物の改造・補修作業、工作物の解体・改造・補修作業：請負代金の合計額が100万円以上
2 石綿事前調査結果報告システム
　（１） GビズIDの事前取得
　　 　�　報告には、デジタル庁が所管する「GビズID」を事前に取得する必要があり、

パソコン・スマートフォンで簡単に取得できます。�（URL）https://gbiz-id.go.jp/top/
　（２） 石綿事前調査結果報告システムによる報告
　　 　�　パソコン・スマートフォンを使用し、事前調査結果の報告を労働基準監督署・自治体の窓口に出

向くことなく、いつでも一度の操作で行うことができます。また、システムに入力したデータ
を活用して、事前調査結果の掲示用資料等を作成することができます。

　　　　 （URL）https://www.ishiwata.mhlw.go.jp/result-reporting-system/

岡山県からのお知らせ

４ 隔離を伴う作業での石綿漏えいの有無の確認
５ 取り残しの有無の確認
６ 作業の記録・保存・報告等の義務化
７ 直接罰の適用、罰則対象の拡大など

１ 規制対象の建築材料の拡大等（レベル３建
材の追加等）

２ 事前調査方法の法定化

３ 事前調査の記録・保存、記録の写しの現
場への備え置きの義務化

お 問 い 合 わ せ
○�岡山県 環境文化部 環境管理課 大気保全班　 TEL：086-226-7302（直通）　 FAX：086-224-2147
　※岡山市又は倉敷市の解体等工事については、各市役所環境担当課にお問い合わせください。

●令和５年10月１日施行
1 事前調査を行える者

　　�　建築物については、次の有資格者しか事前調査を行うことができなくなりますので、解体
等工事に併せて事前調査も受託する方などは、早めの資格取得をお願いします。

2 資格取得に係る講習会情報（厚生労働省：石綿総合情報ポータルサイト）
（URL）https://www.ishiwata.mhlw.go.jp/course/ 

①�特定建築物石綿含有建材調査者
②一般建築物石綿含有建材調査者
③�一戸建て等石綿含有建材調査者

④�令和５年９月30日以前に（一社）日本アスベスト
調査診断協会に登録され、事前調査を行う時点
においても引き続き登録をされている者
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プラスチック資源・金属資源等のバリューチェーン
脱炭素化のための高度化設備導入等促進事業

（令和５年度予算情報）

中国四国地方環境事務所からのお知らせ

【令和５年度要求額4,991百万円（新規）】

脱炭素型のリサイクル設備・再生可能資源由来素材の製造設備等
の導入促進支援を行います。

１．事業目的
①�プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律が令和４年４月に施行されたことを受け、自

治体・企業によるプラスチック資源の回収量増加、また再生可能資源由来素材への需要拡大の受
け皿を整備する。

②�再エネの導入拡大に伴って排出が増加する金属資源、半導体をはじめとした少量多品種に分散し
ているレアメタル等を確実にリサイクルする体制を確保する。

２．事業内容
　①省CO２型プラスチック資源循環設備への補助
　・�効率的・安定的なリサイクルのための、プ

ラスチック資源循環の取組全体（メーカー・
リテイラー・ユーザー・リサイクラー）を
通してリサイクル設備等の導入を支援する。

　・��再生可能資源由来素材の製造設備を支援す
る。

　②�金属・再エネ関連製品等の省CO2型資源循
環高度化設備への補助

　・�国内資源に限りがあることから、都市鉱山
を資源調達元として位置づけられるような
体制作りを支援する。

太陽光発電設備
リサイクル設備金属破砕・選別設備 Li-ion電池

リサイクル設備

中国四国地方環境事務所資源循環課

３．事業スキーム
■ 事業形態 …… 間接補助事業（補助率１／３、１／２）
■ 補助対象 …… 民間事業者・団体等
■ 実施期間 …… 令和５年度～令和９年度

４．事業イメージ

お問合せ先： 環境再生・資源循環局　総務課　リサイクル推進室　電話： 03-5501-3153
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令和４年度

岡山県災害廃棄物仮置場設置訓練
　令和４年10月27日、赤磐市で令和４年度岡山県災害廃棄物仮置場設置訓練が開催されました。会場
となった山陽浄化センターは、朝方冷え込みましたが訓練が始まる頃には温かくなり、好天気の中、
岡山県、赤磐市、岡山県産業廃棄物協会の参加者65名、見学者111名、報道関係者等19名の合計195名
が参集しました。協会からは、訓練参加者として東備支部、岡山東支部、岡山西支部、岡山中央支部
及び青年部会の37名（災害廃棄物委員を含む。）、大会役員として大塚会長及び災害廃棄物委員の６名、
見学者として各支部から40名の合計83名が参加しました。
　開会にあたり、岡山県の佐藤環境文化部長、赤磐市の友實市長、協会の大塚会長、有識者の国立環
境研究所の宗先生が挨拶し、この訓練事業を受託した㈱建設技術研究所の進行で訓練が始まりました。
　岡山県主催の災害廃棄物仮置場設置訓練（実地訓練）は、今年が３回目で最後の年となります。訓
練に先立ち７月から３回にわたり岡山県、赤磐市、協会の関係者が集まり、災害廃棄物仮置場に関す
る基礎知識を確認するとともに、赤磐市が仮置場候補地として選定している山陽浄化センターでの仮
置場設置計画を協同で作成し、訓練計画を立て、関係者の役割分担、会場準備、必要資機材の調達、
参加者の調整等を進めてきました。今年の訓練は、会場となる山陽浄化センター仮置場の敷地が約
5,000㎡と狭く細長い特徴を踏まえ、昨年までの内容を少し変更しましたが、一般的な一次仮置場の
規模をイメージした訓練となりました。

　■開催日時　令和４年10月27日（木）10：30 ～ 15：00
　■開催場所　赤磐市立川373-1「山陽浄化センター」
　■主 催 者　岡山県（訓練業務委託者　㈱建設技術研究所）
　■参 加 者　�岡山県10名、赤磐市11名、協会43名（地元支部

37名、役員等６名）、有識者１名（国立環境研
究所　宗清生）　合計65名

　■見 学 者　環境省中国四国地方環境事務所３名、
　　　　　　　岡山県出先事務所８名、市町村39名
　　　　　　　赤磐市16名、協会40名、他県５名　合計111名
　■そ の 他　報道関係、訓練事業委託者19名
　■日 　 程
　　10：30 ～ 10：45　開会挨拶（岡山県、赤磐市、協会、有識者）
　　10：45 ～ 11：50　設置訓練（資機材設置、処理等）
　　　①コンクリートブロック（トーフ）設置【新】
　　　②敷鉄板敷設（敷鉄板、軽量敷鉄板）
　　　③飛散防止ネット（Ａ型）設置＋　仮囲い【新】

　　④ヒアブ車による家具・畳の回収搬入【新】
　　⑤畳の破砕【新】
　13：00 ～ 14：40　管理運営訓練
　　①受入れ、荷下ろし、不適正搬入疑い事案への対応
　　②温度管理、飛散防止・粉じん対策
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　　③濡れ畳の取扱【新】
　　④ドローン測量【新】
　　⑤大型車両による搬出
　14：40 ～ 15：00　評価（赤磐市、協会）、講評（有識者）、閉会挨拶（岡山県）

訓練参加者の感想

◉東備支部� 支部長　㈲和気環境サービス　松本　公子

　今年の訓練が赤磐市で開催されると聞き、地元支部である東備支部
の支部長として一抹の不安を抱きました。というのも、東備支部は支
部会員24名と協会の中で最も会員数が少なく、処分業者も少ない支
部だからです。そのため、災害廃棄物処理支援に当たっては、お隣の
岡山３支部から応援してもらい収集運搬業務や仮置場管理業務を行
う体制としており、今回の訓練でも東備支部と岡山３支部の合同によ
る訓練への参加となります。
　訓練に先立ち、岡山県、赤磐市、協会の災害廃棄物委員、東備支部
及び岡山３支部の関係者が集まり、検討準備会を３回開催しました。
さらに、訓練に参加する東備支部と岡山３支部は、打合せ会を３回以
上開催して役割分担をしながら準備を進めました。
　そして訓練当日、参加者の皆様のすばらしい連携プレーを間近にみて、
私もその一員として参加できたことをうれしく感じました。
「あんな大きな機械、どうやって動かすのかなあ？」
「すげえ高けんじゃろうなあ…」と言っている見学者がいましたが、
私もその一人です。
　４つの支部が一緒に何かをやるのは、今回の訓練が初めてでした
が、「災害支援」という共通目的のもと何とかやり遂げることができ
たと思っています。これもひとえに、参加した皆様の情熱と探求心、
少しでも良い環境を作りたい、地域の役に立ちたいと言う強い思いの賜物だと感じています。
　災害はいつ起こるか分かりません。岡山県内でも河川の氾濫が身近に起こっています。
　今後はこの支部連携の輪を広げ、協会員の素晴らしい連携で、岡山県の発展に寄与できたらと思っ
ています。訓練関係者の皆様、ありがとうございました。

◉東備支部� キョクトウ㈲　鈴木　俊一

　訓練実施地である赤磐市は当協会内にあって会員数も多くない東
備支部管轄となりますが、災害時には県、協会並びに会員、特に隣接
する各支部よりのサポートが確実にある。そのことが、混乱する地元
関係者の心理的、物理的不安が解消され、今後持ち込まれるであろう
不確定な発生量や、市民からの多種多様な廃棄物の集中的な受入れに
際し、必要な人配、コミュニケーション、煩雑な書類管理等の対応に
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専念することができると感じました。
　また、今回、災害ゴミ受付の訓練で廃棄物の処分先を含めた
処理過程において、スムーズで安心な対応窓口として、赤磐市
役所の方々との共同作業を通じ、また見学者からは危機意識の
高い市民が多く、協力関係にあることから限られたスペースで
の災害廃棄物仮置場の運営に際し、災害発生後の厳しい条件下
においても、人との結びつきが支部間連携となり、最新の重機、
ドローンをはじめ遠隔監視、リモート機材の導入により、デジ
タル的に簡素化された受付から搬出・処分までの適正な廃棄物の処理が可能であると思いました。
　今後も被災対応の経験が反映された現実的な想定での訓練と、災害に直面したときの前向きな意識
と処理体制を保持することが大切で、個人的にも携わって行きたいと考えています。今回のモデル事
業としての訓練開催に際し、サポートしていただいた各支部の皆様のご尽力に感謝申し上げます。

◉岡山東支部� 新岡山開発㈱　木下　聖士

　訓練最初の項目であります、コンクリートブロックと敷鉄板
の設置を実施させていただきました。弊社は主に下水道工事を
施行する土木工事業ということもあり、普段より街中や住宅街
の狭い場所でのユニックによる材料や機械の荷下ろしも行って
いるのでいつも通りの作業をさせていただきました。
　実際の置き場となる場所は色々な地盤が想定されるので、重
機や車両が入って来やすいように運搬経路を確保することが重
要となります。そして廃棄物が混合されないためのブロック等
での仕切りも必要となります。このような事前作業をしっかり
とやっておくことが後々の作業の向上につながります。
　「オレンジっす。」のTVCMグループ企業なので作業着や車
両もオレンジに統一させていただき、夕方のニュースでもバッ
チリ映らせていただきました。良い経験ができてスタッフ一同
も喜んでおりました。

◉岡山西支部� 　㈲片岡久工務店　片岡　重治

　本年で３回目となる岡山県主催の災害廃棄物仮置場設置訓練
が赤磐市で開催され、東備支部を主体に岡山３支部（岡山中央・
岡山西・岡山東）がサポートする体制で行われました。
　岡山西支部の私が担当したのは事前準備。
　仮置場の現地確認で問題視したのは既存の進入路ルートでし
た。道幅やクランク状の道路は車両が制限されてします。事前
協議時に岡山東支部の「オレンジっす」の助言で仮設道の取付
を市に提案・了承してもらうことで、大型車両の乗り入れが容
易になり、設営準備もスムーズに行え、訓練時における廃棄物
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の搬出方法の向上にも繋がる計画となりました。
　仮置場の選定は、どこの市町村でも大変苦慮されていると聞
きます。今後も、様々な仮置場候補地で訓練を視野に入れ官民
一緒に協議して行ければと思います。
　訓練本番では、岡山西支部はヒアブ車による搬入訓練と大型
車両による搬出訓練を受け持ちました。ヒアブ車両による搬入
訓練は今回初めての訓練でしたが、災害時におけるヒアブ車の
利便性をしっかりアピールすることができ、また大型車両によ
る搬出訓練は仮設道取付により実現できたものですが、仮置場
からの災害廃棄物の排出の重要性を皆様にご理解いただけたの
ではないかと思います。
　そして、今回は多くの協会青年部会のメンバーに積極的（半
強制的??）に参加していただき、次世代への継承も同時にでき
たのでは…と思っています。お疲れ様でした。
　最後に、岡山県、赤磐市、建設技術研究所、そして産業廃棄
物協会の皆様に、感謝と御礼を申し上げたいと思います。あり
がとうございました。

◉岡山中央支部� ㈱西日本アチューマットクリーン　岡野　英隆

　令和４年度岡山県災害廃棄物仮置場設置訓練が赤磐市で開催
され、畳破砕訓練の安全管理者として参加させて頂きました。
　前日に資機材の設置などを行い、移動式破砕機、0.7バックホ
ウをトレーラーで搬入しましたが、敷地内の有効幅員の関係で
訓練場所に車両が入れませんでした。その為敷地内の通路から
自走させ設置を行いました。仮置き場の面積や立地によっては
大型重機等の搬入が困難場所もあるので、その際は、搬入路の
整備や運用方法についても検討する必要がある事が確認でき勉
強になりました。
　訓練当日、協会員のメンバーの方と打合せを行い、本番を迎
えました。廃棄物のプロとして普段活躍されている協会員のメ
ンバーの方々は、当日の打合せのみで作業指揮者の指示通り迅
速に訓練を進めている姿にさすがだと思いました。
　畳の破砕については、30年豪雨の災害廃棄物処理の際も処理
を行いましたが、本畳は破砕すると発塵があり、内部にダニ等
もいる為、散水などで粉塵対策が必要な事と、破砕する事で発
酵が促進され破砕後物の温度が上昇する為、速やかに搬出する
必要がある事など訓練を通じて改めて確認する事が出来ました。
　今回の訓練で実地訓練は最後となりますが、岡山県、市町村、協会の方々と顔を合わせ協力して訓
練をする事で連携が取れ、災害時の仮置き場の設営から運営が迅速に行えると感じました。毎年のよ
うに各地で起こる大規模災害の対応の為に今後も、一人でも多くの方が対応できるよう訓練の必要性
を感じました。
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　◉岡山中央支部� 支部長・災害廃棄物委員長　㈱西日本アチューマットクリーン　藏本　悟

　３回目を迎えた仮置場設置訓練が岡山県備前
県民局管内である赤磐市で開催され、協会とし
て東備支部、岡山東支部、岡山西支部、岡山中
央支部、青年部会合同で参加し、訓練指揮者と
して災害廃棄物委員会委員長でもある私がその
大役を仰せつかりました。
　訓練当日までに、各訓練担当者責任者が集ま
り何度か打合せが行われましたが、皆さん業務多忙でもあり何とか10月21日に全ての役割が決まり、
訓練当日を迎えることになりました。
　訓練当日の朝、初めて全員が揃い各訓練のリハーサルを行いましたが、参加者の皆さんは豊富な経
験と優れた能力を持ったメンバー達で、私は「さすがじゃなぁ」と感心、本番では各訓練の所要時間
が予定より長かったのもありましたが、トラブルは無く、終わってみれば予定時刻どおり、皆さんの
日頃の業務対応力の高さを証明することとなったのではないでしょうか。

　今回の訓練を終えて、いつ起こるかわからない災害、起きた際には
岡山県との協定締結団体として、又、その運用体制を強化したことに
より、市町村の方々の期待度も高く、より一層迅速な対応が求められ
ることになります。
　常日頃から、県を始め市町村担当者と顔が見える信頼関係を構築し、
有事の際には協会における災害廃棄物処理初動対応フローに基づき、
即座に行動のできる万全の体制づくりが重要だと実感いたしました。

講　評

◉国立環境研究所� 客員研究員　宗　清生

　平成30年７月豪雨により大きな被害を受けられ、その処理はすでに完了されているが、その過程に
おいてうまくいったこといかなかったことがあると思う。その貴重な経験を将来に伝えるという意味
もこの訓練にはあったと思うし、実際に役立つ訓練になっていると思う。災害廃棄物の処理は、被災
自治体だけで完結しないため、民間事業者や近隣自治体との連携が非常に重要である。民間事業者で
も自信を持って災害廃棄物処理ができるよう、協会内で経験継承し、協会全体でバックアップできる
体制を整えていただきたい。

　関係者の皆様、大変おせわになりました。災害時の初動対応で最も重
要な仮置場の設置訓練を通じ、県・市・協会の顔の見える関係づくりと、
協会内の支部を超えた協力体制確立の一助となったものと感じています。
　岡山県の仮置場設置訓練は令和４年度で終わり、令和５年度からは新た
な災害廃棄物対策事業が始まるとお聞きしています。今後も、岡山県や市
町村から災害廃棄物処理に係る訓練の協力依頼があった際は、全力を挙げ
て取り組んで参りたいと思いますので、よろしくお願いします。
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　令和４年11月18日（金）から19日（土）にかけて視察研修会に参加しました。コロナ禍で３年ぶりの
開催ということで、会員の方と交流が持てること、視察での新しい発見、そして美味しいものが食べら
れる予感がしていて、とても楽しみにしていました。参加人数は18名で岡山駅から新幹線で新大阪駅へ、
その後バスに乗り換えて出発しました。

　初日は日本最初の世界文化遺産、また世界最古の木造建築である「法
隆寺」を拝観し、金堂、五重塔、大宝蔵院など、歴史また仏教文化が
垣間見える建築物、仏像、宝物類には思わず声が出る凄さがありました。
昼食は奈良の伝統的な郷土料理「柿の葉ずし」を頂きました。そして
バスに揺られ気持ちよく寝ているうちに視察先に到着しました。
　大栄環境グループは全国にあり、廃棄物処理・資源循環事業に留ま
らず、エネルギーの創造や森林保全などさまざまな事業に取り組んでいます。その中の三重県伊勢市に
ある「三重中央開発株式会社」が今回の視察先です。まず事業概要の説明を受け、その時点でとんでも
ない規模の処理場だと認識しました。

　そしてバスに乗り込み、管理型最終処分場へ。埋立容量12,807,077㎥と何とも壮大なスケールで、想
像を絶する景色がそこにありました。次にサーマルリサイクルの焼却施設では、熱エネルギーを発電に
利用し事業所内に供給、また発生する焼却灰を高温で焼成して無害化し、最終処分場の覆土材として再
資源化している。浸透水も処理後はすべて場内利用していて、資源循環としてすごく理にかなっている
なと思いました。印象に残ったのはトランスヒートコンテナシステムを使って、伊賀のサンピアホテル
へ熱源を供給していることでした。新しい事業にどんどん取り組んでいて、今後は廃プラスチック類の
ケミカルリサイクルを視野に入れているとの事でした。

令和４年度

宿泊視察研修会レポート
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　夕食は伊勢海老などの海鮮料理に舌鼓を打ち、その後は諸先輩方に夜の教育研修をして頂き、伊勢の
夜は更けていきました。

　２日目は「伊勢神宮（お伊勢さん）」の参拝です。
まず樹齢何年かわからない大樹がそびえ立ち、その
大きさに驚き、思わず触っていました。もちろんパ
ワースポットとしてお触り大丈夫です。内宮の五十
鈴川周辺は所どころ紅葉していて、秋を感じること
が出来ました。おかげ横丁では伊勢に伝わる暮らし・
文化に触れることができ、食べ歩きをしたり、お土
産を買ったりと楽しんでいるうちに、すぐに時間が
過ぎていきました。昼食は松阪市に移動し、ドリー
ムオーシャンで松阪牛のしゃぶしゃぶを頂き、これ
また笑顔になる美味しさで視察研修会を締めくくり
ました。
　今回の視察研修会にあたり、視察を受け入れて頂いた大栄環境グループの皆様、また大塚会長をはじ
め、参加会員と事務局のご協力により大変有意義な視察研修会になったこと心より感謝致します。
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ニュース支 部

岡山西支部・岡山中央支部合同岡山西支部・岡山中央支部合同
貝殻山クリーン作戦貝殻山クリーン作戦

岡山西・
岡山中央

支部

●実施日時：令和４年11月８日（火）８：00～11：30
●実施場所：岡山市南区宮浦地内貝殻山周辺

　新型コロナウイルスの影響により３年ぶりの開催となりま
した今回のクリーン作戦ですが例年同様に中央支部との合同
で行い118名の多くの方々に参加を頂き大変盛り上がった活
動となりました。
　作業当日は、快晴で午前８時に貝殻山の山頂に集合。大塚
会長より開会挨拶後、参加者の紹介や作業手順を確認した後
に貝殻山を二手に分かれ作業を開始しました。作業前の道路沿いは比較的きれいな状態に見えたものの、
斜面等には、廃タイヤや家電ゴミ、家庭ゴミ等多数の廃棄物がありました。参加者によって手際よく
収集をして頂き、廃棄物が多く発見した場所には、不法投棄防止を呼び掛ける立て看板を設置しました。
　順次、分別場所の貝殻山山頂へ再度集合し、沢山の回収物を積んだ車両が次々と集まり仕訳場所は
見る見るゴミの山となりましたが、岡山市職員の方々を中心として分別頂いたので、廃棄物の分別作

業もスムーズに進み、事故やケガ無く約３時間半の作業で無事に終了
する事が出来ました。今回のクリーン作戦において、約16ｔもの不法
投棄物を回収する事が出来ました。
　ご参加頂きました皆様、ご協力ありがとうございました。　
参 加 者：岡山県議会議員　１名、岡山市議会議員　１名、
　　　　　環境省中四国環境事業所　１名、
　　　　　備前県民局地域政策部環境課　１名、
　　　　　岡山市南区児島地域センター　１名、
　　　　　岡山市環境局環境事業課他　17名、岡山南警察署　２名、
　　　　　甲浦学区町内会（宮浦、飽浦、北浦、郡）　31名、
　　　　　岡山県産業廃棄物協会会長　１名、
　　　　　岡山西支部会員　32名、岡山中央支部　30名　総数118名
参加車両：８ｔダンプ、４ｔダンプ、２ｔダンプ、軽四　計13台
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　●実施日　令和４年11月16日(水) ９：00～11：00
　●場　所　倉敷市粒江地内
　●参加者　支部会員45名
　　　　　　倉敷市、倉敷市環境衛生協議会
　●車　両　３台
　●回収量　0.54ｔ（ウィンドファン、プラ波板、
　　　　　　木くず、ガラスくず、可燃ごみ等）
　●立看板　２本設置

　今回は、倉敷支部においては２年振りの久しぶりのクリーン作戦となりました。これまでの不法投
棄の防止に係る啓発活動が功を奏したのか、今ではありがたいことにクリーン作戦の実施場所の選定
に苦労するほどになっています。
　作業実施２か月前の支部会終了後に役員で下見を実施し、様々な廃棄物が崖下に投棄されているこ
とを確認、回収方法についての打ち合わせを行いました。

　作業当日は晴天に恵まれ、早朝より倉敷市の支部役員をはじめ、支部の皆さんが集合しました。井
上支部長、倉敷市大江参事の挨拶後に、本日の作業の説明、ケガや事故のないようしっかりと注意事
項等を確認後、３班に分かれて回収作業を開始しました。
　当初は、不法投棄されている廃棄物量は少ないと予想していましたが、いざ始めると落ち葉の下から、
ガラスくず、プラごみ、波板などがどんどん出てきました。
　約２時間で現地の廃棄物はほぼ回収することができ、処理先ごとに
分別を行い無事作業終了となりました。
　最後に、倉敷市環境衛生協議会中村氏より会員へ向けてお礼の言葉
をいただきました。
　コロナ禍にもかかわらず、倉敷支部の企業の皆さまには積極的にク
リーン作戦に参加いただき感謝します。引き続き、不法投棄一掃に向
けて、倉敷支部の皆さんと力を合わせて啓発活動を続けていきたいと
思います。ご協力いただきました皆さまにあらためてお礼を申し上げ
ます。

第26回第26回
倉敷地域環境クリーン作戦倉敷地域環境クリーン作戦倉敷

支部
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ニュース支 部

環境クリーン作戦環境クリーン作戦倉敷南
支部

●実 施 日　令４和年11月５日（土）

●実施場所　倉敷市児島
　　　　　　鷲羽山スカイライン周辺

●参加人数　会員会社18社、支部会員24名

　今年は倉敷市鷲羽山スカイライン周辺のク
リーン作戦を実施致しました。
　天候良くクリーン作戦日和となりました。
　会員各社24名の皆様に参加していただきま
した。

　今年の回収は３カ所に分かれ雑木林の斜面
での作業となりました。
　回収物の種類は、タイヤ、吸殻、空き缶等
様々なものがありました。
　回収後、例年通り不法投棄禁止の立て看板
を新たに設置し終了しました。
　参加くださいました支部会員並びに、関係
者の皆様の御協力有難うございました。
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ニュース支 部

　●実 施 日　令和４年10日20日（木）８：00~11：00
　●実施場所　小田郡矢掛町江良地内　林道法面３か所
　●参 加 者　23名（うち支部会員20名）
　●回 収 量　４ｔ（空き缶、プラスチック類、家電、タイヤ、ペットボトルなど）

　井笠クリーン作戦は令和４年10日20日（木）に行われまし
た。当日は穏やかな天候の元、矢掛町江良地内の林道法面
３カ所の不法投棄物撤去作業を行いました。
　当日は備中県民局、矢掛町からの参加も頂き支部会員20名、
総勢23名にて撤去作業を行いました。

　急な斜面での作業であり大きな物はロープを使って引き
上げ、空き缶やプラスチック類は袋に入れ回収しました。
また林道が狭い為、一般車両の通行の確保等に少し手間取
りましたが支部会員の手際の良さと連携プレイにて午前中
にて無事作業を終える事ができました。

　集まった投棄物は約４ｔで矢掛町の処分場へ搬入しました。
　また不法投棄防止の啓発活動として看板設置を行い、市
民への意識向上を促しました。
　
　不法投棄は以前と比べると減ってはきておりますが、私
たちが次への時代へ負の遺産を残しては恥ずかしいと思い
ますので、この協会を通じて発信していけたら良いと思っています。
　
　最後に、今回ご参加して下さった皆さんありがとうございました。
　今後もこの活動は続けて行きたいと思います。

矢掛町環境クリーン作戦矢掛町環境クリーン作戦井笠
支部
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ニュース支 部

　今年の新見地域環境クリーン作戦は10月20日(木)と10月
27日(木)に行われました。新見市環境衛生協議会が毎年実
施しているクリーン作戦に、新見市と岡山県産業廃棄物協
会備北支部が参加協力しているもので、備北支部会員はク
リーン作戦用の青ジャンパーを着用して参加しました。こ
の青色ジャンパーは山間の紅葉の中でひときわ目立ち一目
瞭然で協会員の参加をアピールすることが出来ました。

　10月20日は、新見市草間地内の高梁川沿いで行いました。新見市、新見市環境衛生協議会、岡山県
産業廃棄物協会備北支部から約60名が集まり、備北支部からは５名が参加して、空き缶、ペットボトル、
弁当ガラなど約４㎥を回収しました。

　10月27日は、新見市哲多町大野・宮河内地内の県道下神代哲多線沿い
で行いました。当日は晴天でしたが少し肌寒い日で、全体の参加者は約
30名で、備北支部からは５社７名が参加しました。
　クリーン作戦実施エリアには、哲多町「健康の森ふれあい広場」の駐
車場に集合して、上下に分かれて行きました。クリーン作戦の現場の道
路沿いは、10月なのには草が覆いかぶさっており、草の中にゴミが隠れ
て斜面のため足場が不安定でしたが、大きな事故もなく無事、午前中に
終了しました。
　今回のメインの作業は、道路沿いの草の中の空き缶、ペットボトル、
コンビニ袋などのプラスチックの撤去でした。空き缶、ペットボトル、
コンビニ袋だけでも、用意した２ｔトラックに一杯となりました。昨年

に引き続き今年も参加者が多く、皆さんの手際のよい作業のため道路沿いはきれいになりました。

　この新見市環境衛生協議会主催のクリーン作戦は来年も行われるので、引き続き参加さしていきた
いと思います。地域の人の協力のもと、事故もなく無事クリーン作戦が終了することができましたこ
とに改めて感謝申し上げます。

新見地域環境クリーン作戦新見地域環境クリーン作戦備北
支部
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ニュース支 部

　●実施日時　2022年11月17日（木）　８：30～12：00
　●実施場所　津山市野介代地内 
　●参加人数　46名（会員29名、美作県民局４名、津山市10名、地元住民３名）
　●回 収 量　計5,190kg（可燃物、不燃物、粗大ゴミ、古タイヤ、スクラップ、廃家電等）

　コロナ禍で２年間実施することができていなかった津山支部のク
リーン作戦ですが、今年度は新型コロナウイルス感染を対策しつつ、
無事開催することができました。
　今回実施した場所は過去２回実施している（2003年、2007年）津山
市野介代地区でした。といっても当時を知るものはほとんどおらず、
恥ずかしい話ですが事務局も作業当日まで過去やっていた場所だと
は知らずに作業していたところ、ゴミの中からクリーン作戦で使用
する立て看板がでてきて判明しました。長い月日の中で折れてしま
ったのか、それとも不法投棄の車両の邪魔になるので折られてしま
ったのか理由はわかりませんが、少し悲しい気持ちになりました。
なぜ綺麗にした所に再度ゴミを不法投棄するのか、いたちごっこの
繰り返しとなってしまうので、ゴミは回収するだけでなく、捨てさ
せない工夫も必要なんだなと改めて感じました。

　作業場所は道が狭く、大型車両を停車させる場所が限られ、協会の得意分野を生かせない環境では
ありましたが、参加者皆様のご協力のおかげで非常にスムーズに進めることができました。ゴミは可
燃物、不燃物、粗大ゴミ、古タイヤ、スクラップ、廃家電等バラエティにとんでいて、掘ってみると
地層のようになっていて底が見えない量が投棄されていました。回収した量は5.190kgでしたが、重
機を使わず手作業のみで集めたことを考えると驚くべき重量だと思います。
　この日に回収したゴミは、津山市や会員各社からご協力頂いた車両に載せて運び出し、二度とこの
地に不法投棄を起こさせないよう願いを込めて再び看板を打ち立て、12時頃に作業は終了しました。
　作業前はゴミ捨て場と化していた山林でしたが、元の美しい自然に近づけることができました。残
念ながら地中に埋まっていて回収が難しかったものは次の機会があれば掘削道具を用意して対処いき
たいと思います。

　最後に、不法投棄をすれば、
一時的にはゴミが手元から離れ
ますが、結果的に山中や海など
を汚染し、私たちに悪影響とし
て跳ね返ってきます。今後不法
投棄がなくなり、すべてのゴミ
が適切な方法で処理されること
を強く願います。

第26回第26回
津山支部環境クリーン作戦津山支部環境クリーン作戦津山

支部
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趣味趣味のコーナーのコーナー

　私は一時期、体調を崩し入院していま

した。

　その時に病室から見える風景を鉛筆で

スケッチしてから、絵を描くことが増え

ていきました。

　私が描く絵は、仕事柄という事もあり

ますが、地元西大寺の建物や建造物を多

く描いています。

　たまに孫にせがまれ、キャラクターを

描いたりもしています。

　体調が回復した今では、現場の巡回時

や休日の散歩をしている時に描き、欲し

いと言って頂くお客様には施工前の状態

の絵等をプレゼン卜もしています。

　載せているのは西大寺近辺の絵になり

ます。

　西大寺駅や古民家(お客様)、昭和の面

影を残す五福通りです。

　これからも元気に動けるうちは描き続

けたいと思っています。

〜風景画〜
岡山東支部　㈱石原工務店　岡山東支部　㈱石原工務店　石原　孝石原　孝　　
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会員紹介コーナー

岡山西支部

人と環境を育み、豊かな未来づくりに貢献します。

家屋、店舗など幅広く
解体工事を行っています。

新築現場や企業様、一般家庭
から排出される、様々な廃棄物
を収集運搬しています。

世の中に不要物として排出され
る物、解体工事により排出され
る廃棄物を資源化し、より良い
環境づくりを目指している会社
です。

株式会社インテックス　代表取締役　金山　昇司
本社所在地　〒701-0221岡山県岡山市南区藤田1438-10　TEL.086-250-7800（代）　FAX.086-250-7888
中間処分場　〒701-0221岡山市南区藤田1438-8　TEL.086-296-3387
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会員紹介コーナー

岡山中央支部

住　所　岡山県岡山市北区大内田1367番地１
設　立　昭和44年11月（吉美）　※旧社名：吉美衛生センター
　　　　昭和53年　２月（吉備環境設備）
代表者　代表取締役　石原　恵一、石原　慎祐
ＴＥＬ　086-293-1052（吉美）　086-293-0524（吉備環境設備）

有限会社  吉 美
有限会社　吉備環境設備

　今回は当社での取り組みをご紹介させて頂き

ます。

　当社では交通事故および労働災害を１件でも

なくすため、年に一度「グループ会社の交通事

故・労働災害防止重点目標」を作成しています。

　年に一度、従業員より標語を募集し、これま

での事故の傾向などをもとに標語を作成します。

その標語を社内に掲示し、毎日の朝礼時に社員

全体に伝えています。

　その他にも「ＫＹ（危険予知）活動」を行い、季節に応じた注意喚起（例：冬のスリップや

転倒など）を行い、『交通事故・労働災害ゼロ』を目指して活動しています。

　また月に一度、社内会議の場で、「交通安全講

習会」を実施し、道路交通法をはじめとした法

律改正のポイントや、運転での注意点を私達経

営者を含めて社員全体に伝えています。

　交通事故はもちろんですが、労働災害も発生してしまえば会社の業務に大きな支障をきた

す場合があります。バリケードを設けるなどの物理的な安全対策を行うことと同時に、社員

一人ひとりの意識を変えてもらう必要が大切だと思っています。社員が安心・安全に業務に

集中してもらうめにも、小さな取り組みから災害ゼロを今後も目指していきたいと思います。
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新入会員の紹介コーナー（令和４年10月～令和５年１月）

金山株式会社
代表取締役　金山　義隆
〒701-0221岡山市南区藤田234－８
電話086-259-0632　FAX.086-250-8626
収集運搬業【岡山西支部】
令和４年12月１日入会

よろしくお願いいたします

株式会社Ｋコーポレーション
代表取締役　栗栖　祥平
〒710-0142倉敷市林１８５－６
電話086-454-6626　FAX.086-454-6627
収集運搬業　【倉敷南支部】
令和4年12月1日入会

令和５年４月１日、協会名称が変わります！
　今年４月１日から協会名称が「一般社団法人岡山県産業廃棄物協会」から「一般社団
法人岡山県産業資源循環協会」に変わります。
　事務局では名称変更に伴う準備を進めていますが、ご迷惑をお掛けする場合があるか
と思います。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

令和５年４月１日から

一般社団法人岡山県産業資源循環協会
会長　大塚　雅司

〒701-1152　岡山市北区津高628- ６
電話 086-254-9383　FAX 086-254-8766

メールアドレス　info@okayama-junkan.or.jp
ホームページアドレス　https://okayama-junkan.or.jp/index.html

名称変更後も変わらないもの

・協会の住所
・協会の電話番号、ＦＡＸ番号
・協会のメールアドレス
・協会のホームページアドレス　など

名称変更に伴い変わるもの

・協会事務所の看板
・協会発送文書の番号「岡産資協第○号」
・協会ホームページのリニューアル
・会員証　など

通常総会及び設立30周年記念式典を開催します。
令和5年5月27日（土）
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お知らせコーナー ▶▶▶▶

　高速道路等を走行している際に落下物を見つけたことはありませんか？
　岡山県内の高速道路では令和３年度に5,128件の落下物を確認しています。（※当社調べ）
　一番多い分類としては軽くて飛びやすいプラスチック・ビニール類で、次にその他を除くとバース
トなどで破損したタイヤなどを含む自動車部品類となっています。

　このような落下物などへ乗り上げた
り、巻き込んだり、避けようとして事
故を起こしてしまったら、せっかくの
貴重な時間が台無しになってしまうと
ともにお客様の車両に損傷が生じるか
もしれません。
　また、路肩等に停止した際に後続の
車両が突入する事故も発生しています。
　そのような悲しい出来事を少しでも
減少させるために早期通報のご協力を
お願いします。

西日本高速道路パトロール中国㈱西日本高速道路パトロール中国㈱

　積荷の落下により他のお客様に対し損害を与えた場合は、落とし主が責任を問われますので、出発
前点検の実施をお願いします。

通報方法の紹介

落下物落下物をを見つけた際見つけた際のの
　　通報方法　　通報方法ははご存じですか？ご存じですか？
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備前焼の干支
備前焼は古墳時代の須恵器（すえき）の製法がルーツと
いわれ、鎌倉時代～桃山時代にかけていまのような形に
落ち着いた。堅くて割れにくいため、多くの茶器や茶陶
として愛用され、置物などもつくられ庶民の日用品とし
て大人気。干支の備前焼も数多くつくられている。

表　紙
写　真
ガイド

今年はうさぎ年。
漢字では兎年と思ったら、卯年と書くようです。
思い込みで判断しがちですが、今の時代、思い込みをしていたら
思いがけないことで状況が一変します。
そういった意味で、変化にすばやく対応し判断を正確にする時代ともなりました。
対応力で今年一年をしあわせな年にしていきましょう。

（by 033）

令和５年１月31日発行
発　行　一般社団法人岡山県産業廃棄物協会
　　　　〒701-1152岡山市北区津高628-6
　　　　TEL086-254-9383　FAX086-254-8766

編　集　総務広報委員会
印　刷　萌友出版

会報・くりーん岡山第66号

写真提供：東備支部　松本公子
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四

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
四
七
二
─
六
二
七
三

牛
窓
港
湾
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
田
中
大
一

〒
七
〇
一
─
四
三
〇
一

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜
四
九
五
九
─
二

　

電　

話　

〇
八
六
九
─
三
四
─
四
九
七
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
九
─
三
四
─
四
一
五
五

株
式
会
社 

西
日
本
ア
チ
ュ
ー
マ
ッ
ト
ク
リ
ー
ン

代
表
取
締
役
会
長

　
藏
本
忠
男

代
表
取
締
役
社
長

　
藏
本
　
悟

〒
七
〇
三
─
八
二
四
五

岡
山
市
中
区
藤
原
五
〇
─
一

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
七
二
─
八
〇
四
二

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
七
一
─
一
〇
五
〇

新
岡
山
陸
運
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
木
下
聖
士

〒
七
〇
二
─
八
〇
〇
五

岡
山
市
中
区
江
崎
七
四
六
─
三

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
七
六
─
一
一
一
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
七
六
─
二
二
六
六

株
式
会
社 

野
崎
運
輸
機
工

代
表
取
締
役

　
野
﨑
剛
正

〒
七
〇
四
─
八
一
九
四

岡
山
市
東
区
金
岡
東
町
二
─
一
四
─
三
三

　

電　

話　

〇
八
六
─
九
四
二
─
三
三
八
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
九
四
三
─
七
九
二
七

賀
正
賀
正
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ア
サ
ヒ
プ
リ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
中
西
広
幸

〒
七
〇
四
─
八
一
九
三

岡
山
市
東
区
金
岡
西
町
一
一
五
七
─
一

　

電　

話　

〇
八
六
─
九
四
八
─
四
一
七
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
九
四
八
─
四
一
八
二

新
岡
山
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
塚
原
義
人

〒
七
〇
三
─
八
二
七
一

岡
山
市
中
区
円
山
一
五
〇

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
七
七
─
五
五
七
七

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
七
六
─
二
二
六
六

株
式
会
社 

岡
清
組

代
表
取
締
役

　
藤
井
武
士

〒
七
〇
〇
─
〇
八
六
六

岡
山
市
北
区
岡
南
町
二
─
五
─
七

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
三
三
─
七
二
三
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
二
六
─
〇
一
一
三

株
式
会
社 

石
原
工
務
店

代
表
取
締
役
会
長

　
石
原
　
孝

代
表
取
締
役
社
長

　
石
原
彰
二

〒
七
〇
四
─
八
一
九
三

岡
山
市
東
区
金
岡
西
町
八
〇
一
─
一

　

電　

話　

〇
八
六
─
九
四
二
─
五
一
五
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
九
四
二
─
一
五
九
五

有
限
会
社 

片
岡
久
工
務
店

代
表
取
締
役

　
片
岡
重
治

〒
七
〇
二
─
八
〇
三
三

岡
山
市
南
区
福
富
東
二
─
一
七
─
一
三

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
六
三
─
二
〇
一
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
六
三
─
二
四
六
八

有
限
会
社 

岡
一
総
業

代
表
取
締
役

　
頼
　
　
礼

〒
七
〇
三
─
八
二
六
六

岡
山
市
中
区
湊
一
三
六
三
─
一
八

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
七
四
─
五
七
三
九

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
七
四
─
〇
五
八
二　

明
和
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
黒
田
正
義

〒
七
〇
九
─
〇
六
三
一

岡
山
市
東
区
東
平
島
一
三
九
七

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
九
七
─
三
七
三
七

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
九
七
─
四
七
二
二

泉
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
泉
　
正
昭

〒
七
〇
二
─
八
〇
一
三

岡
山
市
南
区
飽
浦
一
二
六

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
六
七
─
五
三
三
三

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
六
七
─
五
三
三
四
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有
限
会
社 

井
上
設
備

代
表
取
締
役

　
井
上
　
實

〒
七
〇
二
─
八
〇
二
四

岡
山
市
南
区
浦
安
南
町
五
八
四
─
三

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
六
三
─
八
七
四
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
六
三
─
八
四
六
四

株
式
会
社 
中
国
住
宅
工
業

代
表
取
締
役

　
奥
村
奈
巳

〒
七
〇
一
─
〇
一
三
一

岡
山
市
北
区
花
尻
み
ど
り
町
五
─
一
〇
七

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
五
五
─
九
〇
〇
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
五
五
─
九
〇
〇
三

株
式
会
社 

西
日
本
マ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

　
金
山
昇
司

〒
七
〇
二
─
八
〇
一
一

岡
山
市
南
区
郡
三
〇
〇
〇
番
地

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
六
七
─
九
九
五
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
六
七
─
九
九
七
七

栄
光
テ
ク
ノ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
堀
川
英
治

〒
七
〇
〇
─
〇
九
四
三

岡
山
市
南
区
新
福
二
─
七
─
二
〇

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
六
五
─
一
二
三
四

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
六
五
─
七
七
二
二

株
式
会
社 

フ
ミ
タ
組

代
表
取
締
役

　
文
田
相
律

〒
七
〇
二
─
八
〇
一
一

岡
山
市
南
区
郡
一
二
七
二
─
四

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
六
七
─
二
五
〇
七

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
六
七
─
三
一
一
一

岡
山
砿
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
細
羽
剛
史

〒
七
〇
二
─
八
〇
四
五

岡
山
市
南
区
海
岸
通
二
─
六
─
一
三

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
六
四
─
六
八
六
六

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
六
四
─
六
八
六
七

ト
ラ
ス
ト
・
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
室
山
宣
英

〒
七
〇
〇
─
〇
九
四
一

岡
山
市
北
区
青
江
四
─
二
二
─
二
〇

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
五
九
─
五
五
八
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
五
九
─
五
五
七
七

安
田
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

　
安
田
　
猛

〒
七
〇
二
─
八
〇
三
六

岡
山
市
南
区
三
浜
町
一
─
一
─
一
八

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
六
三
─
三
〇
六
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
六
三
─
三
〇
二
九

迎 春迎 春
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小
野
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
小
野
勝
己

〒
七
〇
一
─
一
二
〇
五

岡
山
市
北
区
佐
山
一
三
六
四
─
三

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
八
四
─
七
一
六
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
八
四
─
六
八
五
四

妹
尾
産
業
有
限
会
社

代
表
取
締
役

　
畑
　
貞
夫

      

代
表
取
締
役

　
畑
　
英
男

〒
七
〇
一
─
〇
二
〇
六

岡
山
市
南
区
箕
島
一
三
〇
六
─
二
六

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
八
二
─
〇
五
二
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
八
二
─
〇
六
四
七

株
式
会
社 

デ
ベ
ロ
ッ
プ
岡
山

代
表
取
締
役

　
田
口
　
勝

〒
七
〇
一
─
〇
二
一
三

岡
山
市
南
区
中
畦
一
一
一
八
─
三

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
九
八
─
三
一
二
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
九
八
─
二
九
二
七

有
限
会
社　

吉 

美

代
表
取
締
役

　
石
原
惠
一

〒
七
〇
一
─
〇
一
六
五

岡
山
市
北
区
大
内
田
一
三
六
七
─
一

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
九
三
─
一
〇
五
二

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
九
二
─
二
〇
二
〇

株
式
会
社 

相
和
建
設

代
表
取
締
役

　
光
森
敏
文

〒
七
〇
一
─
一
一
五
三

岡
山
市
北
区
富
原
五
一
八
─
一

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
五
三
─
一
〇
〇
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
五
五
─
〇
〇
〇
〇

有
限
会
社 

和
気
環
境
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

　
松
本
公
子

〒
七
〇
九
─
〇
四
二
一

和
気
郡
和
気
町
日
室
一
三
九

　

電　

話　

〇
八
六
九
─
九
三
─
〇
四
七
三

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
九
─
九
三
─
一
五
五
六

中
野
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
中
野
貞
治

〒
七
〇
一
─
二
一
四
二

岡
山
市
北
区
玉
柏
七
五

　

電　

話　

〇
八
六
─
二
二
九
─
二
三
一
六

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
二
九
─
三
一
七
五

田
村
砕
石
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
田
村
啓
二

〒
七
〇
九
─
二
一
〇
七

岡
山
市
北
区
御
津
矢
原
二
八
五
─
二

　

電　

話　

〇
八
六
─
七
二
四
─
〇
七
一
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
七
二
四
─
一
四
三
三

キ
ョ
ク
ト
ウ
有
限
会
社

〒
七
〇
九
─
〇
八
六
一

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
瀬
戸
六
四
六

　

電　

話　

〇
八
六
─
九
五
二
─
〇
三
八
四

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
九
五
二
─
一
九
七
七
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倉
敷
企
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
井
上
正
士

〒
七
一
〇
─
〇
八
四
二

倉
敷
市
吉
岡
二
九
三
─
一

　

電　

話　

〇
八
六
─
四
二
四
─
六
四
二
九

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
四
二
一
─
九
一
九
〇

協
同
組
合 
倉
敷
市
環
境
保
全
協
会

代
表
理
事

　
岡
井
智
之

〒
七
一
〇
─
〇
〇
三
八

倉
敷
市
新
田
二
三
二
二
─
八

　

電　

話　

〇
八
六
─
四
二
二
─
七
三
七
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
四
二
一
─
五
四
二
七

株
式
会
社 

ビ
ー
シ
ー
工
業

代
表
取
締
役

　
富
本
泰
司

〒
七
一
二
─
八
〇
五
一

倉
敷
市
中
畝
九
─
一
二
─
三
七

　

電　

話　

〇
八
六
─
四
五
六
─
三
四
二
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
四
五
六
─
五
八
四
三

水
島
エ
コ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

　
藤
井
和
夫

〒
七
一
二
─
八
〇
七
四

倉
敷
市
水
島
川
崎
通
一
─
一
四
─
五

　

電　

話　

〇
八
六
─
四
四
七
─
三
二
五
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
四
四
七
─
三
二
五
七

山
陽
美
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
室
山
晃
一

〒
七
一
〇
─
〇
八
二
六

倉
敷
市
老
松
町
二
─
一
三
─
三
〇

　

電　

話　

〇
八
六
─
四
三
四
─
三
五
〇
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
四
二
二
─
一
三
三
一

内
田
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
内
田
　
航

〒
七
一
二
─
八
〇
五
二

倉
敷
市
松
江
三
─
二
─
四
六

　

電　

話　

〇
八
六
─
四
五
六
─
五
八
八
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
四
五
六
─
四
五
五
二

株
式
会
社 

フ
ル
カ
ワ
商
事

代
表
取
締
役

　
古
川
悦
生

〒
七
一
〇
─
〇
八
三
五

倉
敷
市
四
十
瀬
三
四
三
─
三

　

電　

話　

〇
八
六
─
四
二
四
─
八
〇
二
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
四
二
七
─
三
六
九
九

Ｊ
＆
Ｔ
環
境
株
式
会
社

　

倉
敷
営
業
所

所
長

　
阪
井
英
明

〒
七
一
二
─
八
〇
〇
六

倉
敷
市
連
島
町
鶴
新
田
二
一
七
七
─
一

　

電　

話　

〇
八
六
─
四
四
七
─
〇
〇
八
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
四
四
七
─
〇
〇
八
二

Ｎ
Ｉ
Ｋ
環
境
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
佐
藤
真
一

〒
七
一
一
─
〇
九
〇
七

倉
敷
市
児
島
上
の
町
一
─
九
─
六
七

　

電　

話　

〇
八
六
─
四
七
二
─
一
八
二
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
四
七
三
─
二
一
一
七
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福
栄
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
田
中
康
浩

〒
七
一
二
─
八
〇
五
五

倉
敷
市
南
畝
六
─
八
─
四
一

　

電　

話　

〇
八
六
─
四
五
五
─
六
二
四
七

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
四
五
六
─
一
一
七
〇

株
式
会
社　

日 

住

代
表
取
締
役

　
高
橋
克
実

〒
七
一
九
─
〇
二
五
四

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
東
五
〇
九

　

電　

話　

〇
八
六
五
─
四
四
─
七
八
八
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
五
─
四
四
─
六
五
一
三

山
陽
環
境
開
発
株
式
会
社

取
締
役
会
長

　
岩
元
　
博

      

代
表
取
締
役
社
長

　
岩
元
達
也

〒
七
一
八
─
〇
〇
〇
三

新
見
市
高
尾
二
三
〇
四
─
一

　

電　

話　

〇
八
六
七
─
七
二
─
五
四
一
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
七
─
七
二
─
一
七
八
〇

株
式
会
社 

ア
ー
ス
ク
リ
エ
イ
ト

代
表
取
締
役

　
三
好
員
弘

〒
七
一
四
─
一
二
一
五

小
田
郡
矢
掛
町
中
一
七
〇

　

電　

話　

〇
八
六
六
─
八
二
─
三
〇
三
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
六
─
八
二
─
三
四
〇
〇

有
限
会
社 

お
が
わ
商
店

代
表
取
締
役

　
小
川
卓
史

〒
七
一
四
─
〇
〇
八
一

笠
岡
市
笠
岡
一
五
〇
七

　

電　

話　

〇
八
六
五
─
六
三
─
二
〇
九
四

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
五
─
六
三
─
二
〇
九
九

山
陽
興
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
大
本
修
身

〒
七
一
六
─
〇
〇
四
五

高
梁
市
中
原
町
一
五
四
二
─
六

　

電　

話　

〇
八
六
六
─
二
二
─
一
〇
三
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
六
─
二
三
─
一
三
二
六

坂
川
建
設
鉱
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
坂
川
晃
一

〒
七
一
四
─
一
四
〇
五

井
原
市
美
星
町
宇
戸
一
〇
五
五

　

電　

話　

〇
八
六
六
─
八
七
─
二
六
二
六

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
六
─
八
七
─
二
六
二
七

株
式
会
社 

平
松
運
輸

代
表
取
締
役

　
平
松
敬
史

〒
七
一
六
─
〇
二
〇
七

高
梁
市
川
上
町
仁
賀
六
二
七

　

電　

話　

〇
八
六
六
─
四
八
─
三
五
八
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
六
─
四
八
─
三
二
六
一

株
式
会
社 

三
美
産
業

代
表
取
締
役

　
妹
尾
芳
訓

〒
七
一
六
─
〇
二
〇
三

高
梁
市
川
上
町
三
沢
四
三
四
二
─
二

　

電　

話　

〇
八
六
六
─
四
八
─
二
八
七
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
六
─
四
八
─
二
八
七
九
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今
年
も
よ
ろ
し
く

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

坂
田
砕
石
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
近
堂
申
洋

〒
七
〇
九
─
三
六
三
二

久
米
郡
久
米
南
町
山
手
六
四
五

　

電　

話　

〇
八
六
─
七
二
八
─
二
八
一
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
七
二
八
─
二
四
六
〇

エ
コ
シ
ス
テ
ム
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
増
山
仁
志

〒
七
〇
八
─
一
五
二
三

久
米
郡
美
咲
町
吉
ヶ
原
一
〇
四
八
─
二

　

電　

話　

〇
八
六
八
─
六
二
─
一
三
四
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
八
─
六
二
─
一
三
四
〇

竹
藤
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
竹
藤
健
太
郎

〒
七
一
九
─
三
二
〇
一

真
庭
市
久
世
二
九
二
〇
─
一
二

　

電　

話　

〇
八
六
七
─
四
二
─
一
一
一
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
七
─
四
二
─
五
〇
二
七

株
式
会
社 

新
岡
山
工
業

代
表
取
締
役

　
田
口
孝
利

〒
七
〇
八
─
一
五
二
三

久
米
郡
美
咲
町
吉
ケ
原
字
稲
干
一
〇
四
八
─
二

　

電　

話　

〇
八
六
八
─
六
二
─
二
七
七
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
八
─
六
二
─
二
七
七
六

株
式
会
社 

廃
棄
物
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

　
河
原
　
淳

〒
七
〇
八
─
〇
〇
一
三

津
山
市
二
宮
八
七
〇

　

電　

話　

〇
八
六
八
─
二
八
─
二
〇
五
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
八
─
二
八
─
二
一
四
八

株
式
会
社 

フ
ク
イ
ク
リ
ー
ン

代
表
取
締
役

　
上
杉
有
梨

〒
七
〇
七
─
〇
〇
二
四

美
作
市
楢
原
下
一
四
五

　

電　

話　

〇
八
六
八
─
七
二
─
一
一
一
九

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
八
─
七
三
─
〇
四
五
五

末
沢
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　
末
澤
由
博

〒
七
〇
八
─
一
一
二
六

津
山
市
押
入
一
二
一
九
─
七

　

電　

話　

〇
八
六
八
─
二
六
─
一
一
七
三

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
八
─
二
六
─
一
一
七
二






